
第 199 回東葛しぜん観察会 

長田谷津の不思議 

藤田  隆（松戸市） 

日 時：2025 年 2 月 9日（日）9時 30 分～12 時 30 分 

場 所：大町自然観察園（市川市） 

参加者：23 名、指導員：12 名、担当指導員：米澤（理）、藤田、大川、渋谷 

「毛皮のコート２枚も着てる」と驚いたのは参加者。コブシのツボミを分解し、手に取

って見られるようにと工夫し、においも嗅げるようにトレイにのせて拡げておきました。

さて、担当した大川さんは「ついでに食べてみました。」、参加者と指導員は「えっ！」と

驚き、大川さんの顔を凝視します。何事もなかったように「にがい味でした」と、コブシ

を漢字で表すと「辛夷」。なるほど辛いという文字が入っていました。「鼻の通りをよくす

る」とか「鼻水やクシャミを止める」効果が期待され、漢方薬にも使われているのであな

がち毒ではないことがわかりました。「口に入れるのは用心してください」と注意を促し

たのはもちろんです。大川さんは昨年指導員になったばかり、「説得力のある説明」と先

輩指導員からも称賛の拍手でした。分解したコブシは知り合いの庭から拝借し、この日の

ために用意したものでした。３班に分かれた参加者のために用意した観察の準備は如何ば

かりかと想像しました。 

北総鉄道大町駅は北風が吹き付け、寒さだけが残る集合場所でしたが、陽だまりを求め

ると暖かくなり、晴天のありがたさを感じました。 

大町自然観察園は長田谷津と呼ばれ、梨畑が広がる台地部分と長田谷津の標高差は 13ｍ

ある。両側の斜面林から出てくる絞り水が集まり小川が流れています。その生態系を保護

するため、所有者が市に移管していること。さらに市は水田が広がっていた長田谷津の風

景を再現する計画を説明しました。 

園内はコンクリート製の木道、幅 90ｃｍほどのすれ違いもままならず、説明のために立

ち止まるのもようやくでした。というのも園内は数種類の鳥が、集まっていることで有名

な場所でした。この日も望遠レンズをつけたカメラマンたちが行きかっていました。私た

ちもアシが拡がる場所で、カワセミ、アオジ、メジロ、シジュウカラ、モズ、カケスを間

近に観察できました。 

参加者から感想を聞きました。「コブシ」はトップで、「カワセミ、メジロ、アオジ、 

シジュウカラ」が上がりました。強烈に記憶に残ったのだと思いました。 

 

四阿の脇のコブシ コートを剥いで花芽 葉芽の観察 所々に鳥や湧水の案内板があり 自然を学びます 


